
■人口 312,654人［６月末日現在（前年比−32）］ ■火災件数 12件［６月分（前年比＋３）］ ■交通事故件数 910件［６月分］

８月上旬号広 報

本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
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皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、本市の環境分野での国
際貢献、特に中国に対する環境協
力についてお話しします。
本市では、四日市公害を乗り越
えてきた環境改善の取り組みなど
の経験を生かし、地球環境の保全
と世界経済の健全な発展に寄与す
るため、桜地区に立地するＩＣＥＴＴ

アイ セ ッ ト

（国際環境技術移転センター）とい
う研修機関を通じて、25年間にわ
たって国際貢献を続けてきまし

た。受け入れてきた研修生は、友
好都市である中国・天津市をはじ
め、実に89カ国2,400人以上にの
ぼります。
また、この３月には、四日市公
害の歴史と教訓を次世代に伝える
とともに、培ってきた環境技術や
環境管理ノウハウを広く国内外に
情報発信する拠点として「四日市
公害と環境未来館」がオープンし
ました。
こうした本市の取り組みを、Ｐ
Ｍ2.5など環境問題が顕在化して
いる中国で活用してもらうため、
このたび大使館を訪れ、程永華大

てい えい か

使と約１時間意見交換してきまし

た。大使は、昨年夏、本市を訪問
されており、経済と環境の両立を
図る取り組みや環境技術などにつ
いて、今後もぜひ協力してほしい
とのことでした。
私からは、「四日市公害と環境未

来館」へのご来訪をお願いし、固
い握手で大使館を後にしました。

環境分野での国際貢献について
〜中国大使と会談〜

四日市市長
田中 俊行

大使（右）と意見交換する市長（左）

自治体国際交流表彰（総務大臣賞）受賞

アメリカ・ロングビーチ市との50年以上にわたる
国際交流が評価され、対象30自治体の中で最高賞の
総務大臣賞を本市が受賞しました。なお、環境分野
を中心とした中国・天津市との都市間交流で受賞し
たのに続いて、２度目の総務大臣賞に輝いたのは、
全国で本市が初めてです。

ロングビーチ市とは、1963年の姉妹都市提携以
来、教育、文化・スポーツ、医療、環境等の幅広い
分野で市民レベルの交流事業を行ってきました。

特に、小中学校での英語指導員の受け入れ（通算
約90名）や交換学生・教師の相互派遣事業、本市と

ロングビーチ市・天津市
の高校生による「地球環
境塾」などは特徴的な事
業であり、今後も継続し
て実施しながら、都市間
交流の充実を図っていき
たいと考えています。

総務大臣賞を授与された市長
（左から２人目）

ＮＨＫハート展で本市の高校生が入選

ＮＨＫハート展は、障害のある人がつづった詩に込
められた思いを、ボランティアで参加した著名人が
アート作品で表現する展覧会で、今年で20回目にな
ります。全国の障害のある人から寄せられた詩の中
から、市内在住で北勢きらら学園高等部３年生の田
邉千晴さんの作品が、見事に入選しました。

田邉さんは、小学生の時に交通事故に遭い、重い
障害を負いました。しかし、田邉さんの詩は、障害
にも決して負けない強い意志や内なる情熱、エネル
ギーを素直に表現した素晴らしい作品です。

彼女の詩に大いに感動し、障害の有無にかかわら
ず、誰もが自分
らしく、生き生
きと暮らせるま
ちづくりへの決
意を新たにした
ところです。

田邉千晴さん（右から２人目）と共に


